








要約:本邦小児の尿路感染症(UTI)患児についてP式血液型抗原であるP1表現型phenotype

の頻度と患児より分離されたE.coli 株の receptor specificity について検討した。反復

性の腎盂腎炎では P1の頻度は 18 例中 11 例(61.7%)、さらに、VUR のない症例では 12 例中

8 例(66.7%)と健康人に比して有意に高かった。E.coli 株については腎盂腎炎 14 例中 10

例が mannose resistan であり、全例がGalα1→4Gal を receptor としており、反復性腎盂

腎炎の発症に P式血液型抗原が関与している可能性が示唆された。 


